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昨年度、コロナウイルス感染症対策において様々なご協力を頂きましたことを改めて感謝申し上げま

す。昨年は生徒たちにとっても、学校生活の中で制限や規模の縮小などがあり、多々残念な思いをしたこ

とと思います。そんな中でも生徒たちは行事等を主体的に楽しもうとする姿がみられました。また、制限

に対し柔軟性をもって対応するなど、本校生徒のよいところがたくさん見ることができました。 

今年度も、本校生徒の一人ひとりの良いところ、輝いているところをみとめ、肯定的評価活動をあらゆ

る場面で行い、自己肯定感や自己有用感の育成に努めてまいります。 

 

【本校の学校教育目標】 

「学びあい、つながりあい、将来の夢を語れる学校」 

【めざす学校像】 

～「自立」「協働」「創造」に向けた主体的な学びを支え、未来への可能性を最大限に伸ばす学校～ 

【学校のキーワード】 

〇「自分らしく」…あなたにしかない輝きを大切に！！ 

〇「みんなちがって こそ みんないい」…ありのままがその人の魅力です。 

 

 昨年度の学校教育自己診断アンケート（生徒質問）での結果において、生徒と教員との信頼関係を問う

項目に対し、非常に良好な結果となりました。 

例えば、「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思いますか。（肯定的回答率 H30：82%・R1:88% 

R2：92%）」で昨年より 4ポイント上昇し、「先生は私たちの意見や考えを大切にしてくれますか｡（肯定的

回答率 H30：80%・R1: 87%・R2：92%）」で昨年より 5ポイント上昇しました。 

このように生徒たちは、「先生たちは自分のことを見てくれている。」という安心感から先生たちへの

信頼につながっていると思われます。そして、その結果、「自分には，よいところがあると思いますか。

（肯定的回答率 H30：72%・R1: 76% ・R2：81%）」と 5ポイント上昇し、自己肯定感が育まれたことがわか

ります。 

また、そのことにより「学級活動の時間は充実していると思いますか。（肯定的回答率 H30：82%・R1:83%・

R2：89%）」や「清掃活動は熱心に取り組めていると思いますか。（肯定的回答率 H30：80%・R1: 83%・R2：

90%）」、「落ち着いた雰囲気の中で、授業を受けることができていますか。（肯定的回答率 H30：73%・R1: 

71%・R2：79%）」と充実した学校生活が伺えます。   

今年度の課題として、「将来の夢や目標を持っていますか。（肯定的回答率 H30：73%・R1: 75%・R2：68%）」

という昨年度の結果を踏まえ、夢や将来見据えたキャリア教育の充実を図っていきたいと考えています。  

コロナ禍での将来や目先のことが予測困難な時ではありますが、生徒たちには明るい未来を想像（創

造）し、大きく羽ばたける力をつけてほしいと願っています。そして、「学校へ行くのが楽しいと思いま

すか。（肯定的回答率 H30：77%・R1: 83%・R2：85%）が今年度は 100％になることを目指して学校教育を

進めてまいりますので、ご協力やご理解を頂きますようお願いいたします。 
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〇「承認」「関心」「感謝」「安心」を意識。 

〇「自分らしく」「らしい」がキーワード ありのままの姿を評価してあげる 

〇「みんなちがってこそみんないい」 

      （多様化が認めれるこれからの社会だからこそ） 

〇「評価と指導の一体化」、「参加感」、「満足感」、「達成感」を感じられる 

  時間の積み重ね 

〇学校は間違っていいところ＋「間違いは宝物」 

                   （間違ってくれてありがとう！！） 

〇一歩踏み出したとき、チャレンジした時には讃えましょう。 

 

「落ち着いた雰囲気の中での授業」 

 

・「主体的・対話的で深い学び」の実現 

・指導と評価の一体化の授業 

・終わりが見える授業 

・全員参加の授業 （参加感、満足感、達成感） 

・聞く力の育成 

・基礎的な知識、技能に課題のある生徒の支援 

・発達課題のある生徒への支援 

「学校でしかできない『学ぶ喜び』をすべての生徒に」 

 

重点課題（将来の夢や目標）を改善するために 

 

キャリア教育の推進 

将来と今をつなげる 

    「内発的動機づけ 

今年度、推進したい取組 

１）肯定的評価活動の継続 

２）誰一人として取り残さない授業づくり 

３）キャリア教育（SGDｓ）の推進 

４）タブレット一人一台の有効活用 

５）幸せにつながる「あいさつ」の推進 

６）美しい学習環境の定着 

７）家庭学習の充実 

８）小中連携の再構築 

９）「GIVE AND TAKE」 



  「HAND IN CAP」 

 

 と設定し、一年間、取り組んできま 

昨日４月７日に入学式を終え、本日 1 学期の始業式を行いました。春は新しい出会いがたくさんあり

ます。希望に満ちた新 1年生を迎え、1年生 118名４学級、2年生 146名４学級、3年生 159名４学級、

支援学級４学級で令和 3 年度の教育活動がスタートしました。新たな教職員も迎えています。保護者の

みなさま方には、本校の学校教育へのご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。 

新年度を迎えた生徒たちは、新しい学年・学級での学びや生活に大きな希望といくらかの不安を抱い

て、今日の日を迎えたことと思います。私たち教職員は、そのような生徒たちの思いを受け止め、生徒た

ちにとって毎日が楽しいと実感できる学校となるよう、教育活動を進めてまいります。まだまだ、コロナ

ウイルスや変異株の感染対策を講じながらの学校生活になりますが、お子さまや保護者のみなさまのご

理解やご協力を頂きながら、生徒たちが安心して通える教育活動を進めていきたいと考えています。お

子さまのことや学校のことで相談などございましたら、遠慮なくご連絡ください。 

 

 

支援学級担任：北川 東吾、飯野 眞理子、槇 将太郎、寺西 洋晃         

 

 

  

 

 

 


